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1．米の収穫面積

1984年の米の収穫面積は、水稲216万355ha、陸稲2万904haである。

水稲の収穫農家は355万 567戸あり、そのうち販売農家は271万 7396戸

である。水稲の収穫農家の全農家に対する割合は、81.1％であり、1975年

の83.1％、1980年の82.3％に比べて低下している。

作物統計によると、1984年産水陸稲の作付面積は231万5000haで、収

穫量は水稲1183万2000t、陸稲4万5700tである。10aあたり収量は、

水稲517kg、陸稲181kgである。水稲の作付面積は、米の生産過剰から

1970年以降、米の生産調整が行われたため、ピークであった1969年の317

万3000haに対し、7割台の水準で推移している。

農業センサスによると、二毛作田は、1970年の31万6000haから1985

年は 16万7000ha（約47％減）と減少した。それに伴い、稲を作った田

のうち二毛作を行った田の割合は、1970年の 10.5％から 1985年は 7.5％

と低下した。

〔凡例と作図の要点〕

収穫面積とは、調査日（1985年2月1日、沖縄県は1984年12月1日）

前1年間に、作物を実際に収穫した面積である。なお、作物統計による作

付面積は、作物を播種または植付けし、発芽または定着した面積である。

〔主な資料〕

1．農林水産省， 1985年農業センサス

2．農林水産省， 昭和59年産作物統計、62年産作物統計

1．麦類・雑穀の収穫面積

1984年の麦類の収穫面積は、小麦が19万9834ha、その他、大麦・裸麦・

ビール麦を合わせて8万9424haである。小麦の収穫農家は36万1123戸

で、そのうち販売農家は29万4919戸である。

作物統計によると、1984年産の小麦の作付面積は23万1900haで、収穫

量は74万 500tである。その他の麦類の収穫量は、大麦（6条大麦）5万

8200t、裸麦4万2500t、ビール麦（2条大麦）29万4800t、えん麦7750

tである。最近10年間では、作付面積、収穫量とも裸麦を除き増加してい

るが、麦の需要の大部分は輸入に依存している。1984年の輸入量は、小麦

555万3000t、大麦228万4000tである。

そば、ひえ、あわ、とうもろこし、きびなどの雑穀の収穫面積は、2万

959haで、収穫農家26万9986戸、販売農家4万7480戸である。

〔主な資料〕

1．農林水産省， 1985年農業センサス

2．農林水産省， 昭和59年産作物統計、62年産作物統計

2．豆類の収穫面積

1984年の大豆の収穫面積は9万6136ha、収穫農家は128万2707戸で、

そのうち販売農家は43万9388戸である。その他の豆類の収穫面積は3万

7881haで、収穫農家は97万3456戸である。

作物統計によると、1984年産の豆類の収穫量は、大豆23万8000t、小

豆10万8400t、いんげんまめ6万t、らっかせい5万1300tとなっている。

我が国は、大豆の需要の大部分を輸入に依存し、1984年の輸入量は、451

万5000tとなっている。

〔凡例と作図の要点〕

その他の豆類とは、小豆、いんげんまめ、らっかせい、そらまめ、ささ

げ、緑豆をいう。なお、えだまめ、さやいんげん、さやえんどうは、統計

上、野菜として扱われている。

〔主な資料〕

1．農林水産省， 1985年農業センサス

2．農林水産省， 昭和59年産作物統計、62年産作物統計

2．いも類の収穫面積

1984年のばれいしょの収穫面積は10万7315ha、収穫農家は216万8799

戸で、そのうち販売農家は21万7464戸である。かんしょの収穫面積は4

万2504ha、収穫農家は80万3690戸で、そのうち販売農家は15万164戸

である。

作物統計によると、1984年産春植えばれいしょの収穫量は362万1000t、

10aあたり収量は2890kgである。また、秋植えばれいしょの収穫量は8万

6400t、10aあたり収量は1580kgである。一方、かんしょの収穫量は140

万t、10aあたり収量は2170kgである。最近10年間の作付面積は、ばれ

いしょは12～13万ha台、かんしょは6万ha台と横ばい傾向で推移して

いる。

〔凡例と作図の要点〕

やまのいも、さといもなどは、統計上、野菜として扱われている。

〔主な資料〕

1．農林水産省， 1985年農業センサス

2．農林水産省， 昭和59年産作物統計、62年産作物統計

3．野菜の収穫面積(Ⅰ)(Ⅱ)

1984年の野菜類の収穫面積は 35万 15ha、収穫農家は 357万 6802戸

で、そのうち販売農家は78万9671戸である。収穫農家の全農家に対する

割合は81.7％で、1975年の82.8％、1980年の80.5％と比べて大きな変化

はない。野菜類が農産物販売金額のうち1位を占める農家は、野菜類販売

農家の31.3％で、1975年の30.7％、1980年の29.3％と比べ、これも大き

な変化はない。

野菜類収穫農家の収穫面積規模は、0.1ha未満の階層が80.0％、0.1～

0.3haの階層が12.4％、0.3～0.5haの階層が3.1％、0.5ha以上の階層が

4.5％であり、小規模の農家が多数を占めている。

野菜類の収穫では、だいこんが収穫面積 4万 5109ha、収穫農家 304万

7801戸、うち販売農家18万2155戸と、いずれも野菜類のうちでは最も多

い、収穫面積の第2位はキャベツの2万8936haである。

〔主な資料〕

1．農林水産省， 1985年農業センサス

2．農林水産省， 昭和62年産作物統計

水稲作付面積10aあたりの収量（1985）

550㎏以上

500～550

450～500

400～450

350～400

350㎏未満

(作物統計から作成)

稲の作付面積の推移 麦の作付面積の推移

(作物統計から作成) (作物統計から作成)

98

豆類の作付面積の推移 いも類の作付面積の推移
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4．果樹の栽培面積(Ⅰ)(Ⅱ)

1984年の果樹園の面積は、28万6603haで、経営耕地総面積の6.1％に

あたる。種類別の果樹栽培面積は、りんご4万4415ha、ぶどう1万9601

ha、かき1万5976ha、くり2万7361ha、みかん 8万 9240ha、なつみか

ん9159ha、なし1万7322ha、もも1万1228haである。

作物統計によると、1984年の果樹の収穫量は、りんご81万1700t、ぶ

どう31万400t、かき29万7400t、くり5万4300t、みかん200万5000

t、なつみかん32万5400t、なし47万1300t、もも21万5600tである。

その他の果樹としては、和歌山県などのはっさく（18万7600t）、愛媛県

などのいよかん（14万8000t）、和歌山県、徳島県などのうめ（7万8200t）

が代表的なものである。種類別の栽培面積の推移では、みかんの減少、り

んごの増加が目立っている。

〔凡例と作図の要点〕

果樹の栽培面積は、1a以上まとまった樹園の面積で、散在樹や温室栽

培のものは除かれている。

〔主な資料〕

1．農林水産省， 1985年農業センサス

2．農林水産省， 昭和59年産作物統計、62年産作物統計

5．工芸作物の収穫面積

1984年のたばこの収穫面積は 5万 2479haで、収穫および販売農家は

8万8000戸である。茶の収穫面積は4万1195ha、収穫農家20万2673戸

で、そのうち販売農家は11万2541戸である。作物統計によると、1984年

の収穫量は、たばこ13万5500t、茶9万2500tである。

その他の工芸作物の収穫面積は3万173haであるが、地方的な特色があ

り、北海道のてんさい（404万t）、沖縄県、鹿児島県のさとうきび（255万

3000t）、熊本県、福岡県などのい（8万7000t）、群馬県、福島県などのこ

んにゃくいも（7万4900t）が代表的なものである。

〔主な資料〕

1．農林水産省， 1985年農業センサス

2．農林水産省， 昭和59年産作物統計、62年産作物統計

5．施設園芸による収穫面積

1984年の施設園芸による野菜類の収穫面積は346万7021aで、収穫農家

は19万2717戸である。花き、花木、種苗類の収穫面積は54万7483aで、

収穫農家は4万3142戸である。果樹類の収穫面積は34万9169aで、収穫

農家は1万6913戸である。

収穫農家のうち野菜類では、きゅうりを収穫する農家が最も多く、次い

でトマト、いちご、なす、ピーマン、マスクメロン、すいかの順となって

いる。

収穫農家を施設別にみると、ハウスのある農家が24万5336戸、施設面

積323万 2884aで、ガラス室のある農家が1万7377戸、施設面積16万

7089aである。施設の面積規模別農家の割合は、5a未満31.7％、5～20

a42.1％、20a以上が26.2％となっている。

〔凡例と作図の要点〕

施設とは、その中で人が通常の姿勢で作業できる高さのもので、きのこ

栽培だけに使ったものは除いてある。

〔主な資料〕

1．農林水産省， 1985年農業センサス

6．家畜の飼養頭数

1985年の乳用牛の飼養頭数は199万167頭で、飼養農家は8万1348戸

である。乳用牛の1戸あたり平均飼養頭数は24.5頭で、1975年の2.2倍

に増加した。全農家に対する乳用牛飼養農家の割合は1.9％で、都道府県

別では、北海道の15.0％が最も高い。なお、2歳以上の乳用牛の飼養頭数

は137万2532頭である。

肉用牛の飼養頭数は223万5091頭で、飼養農家は28万7618戸である。

肉用牛の1戸あたり平均飼養頭数は7.8頭である。全農家に対する肉用牛

飼養農家の割合は6.6％で、都道府県別では、宮崎県の35.8％が最も高い。

肉用牛の飼養頭数の内訳は、和牛などの肉用種が68.0％、肉用として飼っ

ている乳用種が32.0％である。

豚の飼養頭数は788万4835頭で、飼養農家は7万1251戸である。豚の

1戸あたり平均飼養頭数は110.7頭である。全農家に対する豚飼養農家の

割合は1.6％で、都道府県別では、宮崎県の5.8％が最も高い。豚の飼養頭

数の内訳は、子取り用に飼っている6ヶ月以上のめす豚11.3％、自家で肥

育し、肉用として販売することを目的に飼っている豚68.3％などとなって

いる。

その他、馬の飼養頭数は3万868頭、やぎの飼養頭数は2万3777頭で、

近年この種の飼養頭数は大幅に減少の傾向にある。

〔凡例と作図の要点〕

農家以外の農業事業体の飼養頭数は、乳用牛6万7041頭、肉用牛29万

2587頭、豚245万2522頭である。

〔主な資料〕

1．農林水産省， 1985年農業センサス

6．にわとりの飼養羽数

1985年の採卵鶏の飼養羽数は、8730万7127羽である。都道府県別にみ

ると、愛知県の823万6227羽が最も多く、次いで、鹿児島県430万5151

羽、埼玉県 392万 8370羽である。採卵鶏の飼養農家は 10万 6278戸で、

1戸あたり平均飼養羽数は 821.5羽である。採卵鶏の飼養羽数のうち78.0

％が生後6ヶ月以上である。

1984年のブロイラーの出荷羽数は、3億8422万5500羽である。都道府

県別にみると、宮崎県の6898万900羽が最も多く、次いで、鹿児島県5409

万8300羽、岩手県3288万300羽である。ブロイラーの出荷農家は6471戸

で、1戸あたり平均出荷羽数は5万9376羽である。

〔凡例と作図の要点〕

農家以外の農業事業体の飼養採卵鶏は、6907万3000羽、出荷ブロイラ

ーは、2億6788万2600羽である。

〔主な資料〕

1．農林水産省， 1985年農業センサス

成牛と豚の枝肉生産量の推移 生乳生産量と
飲用牛乳生産量の推移

（農林水産省統計表から作成） （農林水産省統計表から作成）

採卵鶏とブロイラーの飼養(出荷)羽数別農家数の割合（1985）

6ヶ月以上
の採卵鶏

ブロイラー

（農業センサスから作成）

鶏卵生産量の推移 ブロイラー出荷羽数の推移

（農林水産省統計表から作成） （農林水産省統計表から作成）

たばこの収穫面積と
茶の栽培面積の推移

施設のある農家数と
施設面積の推移

（作物統計から作成） （農業センサスから作成）

全農家に対する肉用牛飼養農家の割合

（1985）

30％以上

20～30

10～20

5～10

5％未満

1:20,000,000

（農業センサスから作成）

果樹園面積と果樹園率（1985）

経営耕地総面積に
対する果樹園面積

30～60

15～20

10～15

5～10

5％未満

果樹園面積

10,000ha

1,000ha

1:20,000,000

（農業センサスから作成）

果樹の栽培面積の推移(Ⅰ) 果樹の栽培面積の推移(Ⅱ)

（作物統計から作成） （作物統計から作成）
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25.1
(1984)

米

1:5,000,000

（1984）

小 麦

1:5,000,000
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米の収穫面積. 麦類・雑穀の収穫面積

米の収穫面積

収穫面積

（1点あたり250ha）

麦類・雑穀の収穫面積

収穫面積

（1点あたり200ha）

大麦・裸麦・ビール麦

雑 穀



(1984)
25.2

1:5,000,000
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豆類の収穫面積. いも類の収穫面積

豆類の収穫面積

収穫面積

（1点あたり100ha）

大 豆

その他の豆類

いも類の収穫面積

(1984）

収穫面積

（1点あたり100ha）

ばれいしょ

かんしょ



25.3
(1984)

1:5,000,000

(1984)

1:5,000,000
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野菜の収穫面積(Ⅰ) (Ⅱ)

野菜の収穫面積(Ⅰ)

収穫面積
（1点あたり100ha）

トマト・きゅうり・なす・
すいか・いちご

結球はくさい・キャベツ・
レタス・ほうれんそう

野菜の収穫面積(Ⅱ)

収穫面積
（1点あたり100ha）

たまねぎ・ねぎ

だいこん・にんじん

その他の野菜



(1984)
25.4

1:5,000,000

(1984)

1:5,000,000
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栽培面積

(1点あたり100ha)

りんご

ぶどう

か き

く り

栽培面積

(1点あたり100ha)

果樹の栽培面積(Ⅰ)(Ⅱ)

果樹の栽培面積(Ⅰ)

果樹の栽培面積(Ⅱ)

みかん

な し

も も

その他の果樹



25.5
(1984)

1:5,000,000

(1984)
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工芸作物の収穫面積. 施設園芸による収穫面積

工芸作物の収穫面積

収穫面積

（1点あたり100ha）

たばこ

茶

その他

施設園芸による収穫面積

収穫面積

（1点あたり10ha）

野菜類

花き、花木、種苗類

果樹類

1:5,000,000



(1985)
25.6

豚

1:5,000,000

(1985)

1:5,000,000
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家畜の飼養頭数. にわとりの飼養羽数

家畜の飼養頭数

飼養頭数

（ 1点あたり2000頭）

乳用牛

肉用牛

1985.2.1現在
沖縄県については1984.12.1現在

にわとりの飼養羽数

飼養羽数

（1点あたり10万羽）

採卵鶏

ブロイラー

ブロイラーは出荷羽数

1985.2.1現在
沖縄県については1984.12.1現在
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